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機能の概要
ERP 統合の精度向上を目的とした質問事項設定機能の強化
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機能の概要
新機能: ERP 統合の精度向上を目的とした質問事項設定の機能強化

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Ariba Supplier Lifecycle and Performance (SLP)

SAP Ariba Supplier Information and Performance 
Management (SIPM) の新しいアーキテクチャ

SAP Ariba Strategic Sourcing Suite

この機能を有効にするには、貴社の指定のサポート担当
(DSC) に連絡してサービスリクエスト (SR) を提出してくだ
さい。

SAP Ariba 2208 リリースで、この機能は、該当ソ
リューションを使用しているすべてのお客様に対し
て自動的に有効になります。

この機能は、ご使用の SAP ECC、MDG、または S/4 
HANA オンプレミスシステムにビジネスパートナ複製依頼
統合を実装しているお客様に最初に適用されます。

この機能では、入力タイプがテキスト (単一行、文字数制
限あり) またはテキスト (単一行) の調査質問のみがサ
ポートされます。

調査を作成するには、テンプレート作成者グループのメン
バである必要があります。

Supplier Lifecycle and Performance 内の ERP 統合は、

設定、監視、および追跡を行う重要な領域です。 統合
エラーによって発生する遅延は、目的のビジネス成果や

プロセスに影響する場合があります。そのため、遅延は
可能な限り軽減または排除する必要があります。

この機能では、統合の精度向上を目的として、既存のテン

プレート内の調査機能にフィールドマッピング、最大長、お
よび検証パターン値の初期値設定オプションが追加され
ます。

マッピングされたテンプレートの質問のフィールドマッピン

グ、最大長、および検証パターン値を確認および適用する
ための、機能強化と標準化が行われたシンプルな方法が

提供されます。

パラメータの入力には SAP 標準の検証値をご利用いた
だけます。パラメータの入力に悩む必要はありません。
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機能の概要
新機能: ERP 統合の精度向上を目的とした質問事項設定の機能強化

この機能では、統合の精度向上を目的として、既存のテンプレート内の調査機能に設定オプションが追加されます。入
力タイプがテキスト (単一行、文字数制限あり) またはテキスト (単一行) の質問を作成する際、有効なサプライヤ
フィールドマッピングを入力すると、[フィールド制限の適用] ボタンをクリックして、通常設定の SAP ERP ビジネスパー
トナ設定に基づいてフィールド検証パターンと最大長が提案されるようにすることができます。この機能では、サプライ
ヤフィールドマッピングの命名スキームが認識されない場合に修正が提案されます。これは、SAP Ariba Supplier 
Lifecycle and Performance と SAP ERP の間のデータ複製エラーを回避する上で役立ちます。
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フィールド制限の適用

機能の概要
新機能: ERP 統合の精度向上を目的とした質問事項設定の機能強化
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フィールド検証の適用

1. フィールドマッピングが提案されます (誤っ
たマッピング値が入力された場合)。

2. [完了] のクリック時に検証が追加で適用さ
れます。

1

機能の概要
新機能: ERP 統合の精度向上を目的とした質問事項設定の機能強化
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フィールドマッピング検証 – 最大長と検証パターン

1

2

1. 以前と同様に最大長が自動的に適用され
ます。

2. 特定のフィールドに適用可能である場合、
正規表現検証パターンが自動的に設定さ
れます。

機能の概要
新機能: ERP 統合の精度向上を目的とした質問事項設定の機能強化
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フィールドマッピングの制限がない場合

適用可能な検証が存在しない場合、適切な通
知が表示されます。

機能の概要
新機能: ERP 統合の精度向上を目的とした質問事項設定の機能強化
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特に、SAP SE またはその関連会社は、本書または関連文書に概説された事業の実現、またはそこに記載されたいかなる機能の開発また
はリリースに対する義務も負いません。本書、関連プレゼンテーション、および SAP SE またはその関連会社の方針および予定されている

将来の開発、製品、またはプラットフォームの方向性および機能は、すべて変更される可能性があり、SAP SE またはその関連会社は随
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